
■活用状況（全体像）
令和元年度～

令和5年度

41,865,005 22,314,896 64,179,901

169,536,000 53,826,000 223,362,000

■令和6年度の具体的な活用状況

うち
森林環境譲与税

1,055,831 1,055,831

2,508,000 2,508,000

100,000 100,000

4,167,432 4,167,432

普及啓発 876,633 876,633

 木材利用 13,607,000 13,607,000

31,511,104 31,511,104

53,826,000 53,826,000

苫小牧市における森林環境譲与税の活用について

区分 令和6年度 計
令和6年度末
時点の活用率

未執行額の活用方針

活用額（円）
29%

 森林整備について主に活用する。人材育成、普及啓発、木材
利用についても森林整備にかかる費用を考慮し活用する。譲与額（円）

区分 事業区分
事業費（円）

事業内容

人材育成
その他（人材育成等）

・北海道林業・木材産業人材育成支援協議会賛助金
 道内の林業・木材産業の次代を担う人材の育成支援。

専門員の雇用
・地域林政アドバイザー制度活用事業
 林政業務の事務補助員として、会計年度任用職員を雇用。

森林整備

 意向調査の準備作業
・林地台帳システムメンテナンス業務
 林地台帳システムの保守及びデータ更新。

経営管理権集積計画
作成作業

・森林経営管理権集積業務
 令和5年に続き、森林所有者への再意向調査、経営管理権集積計画案の作成及
び同意取り付けを行う。

合計

森林・林業・木材
普及活動等

・木育助成事業
 市内で木育事業を行う団体への助成。

森林・林業・木材
普及活動等

・高丘森林公園補修工事
 地域材を活用した木製階段の補修。
・市庁舎有効活用事業
 市役所本庁舎2階談話室用木製備品購入

基金積立 ・森林環境譲与税基金積立金



■今後の実施計画

①苫小牧市美沢地区の森林整備

対象区域約6.3haにおいて、

令和６年度に森林所有者から

森林整備の同意を得られた森

林について、令和７年度に危

険木や支障木の伐採を行う。

林内の倒木発生状況

②木育助成事業

次年度以降も木育事業者へ助

成を行っていく。

※右の写真は、令和6年度の補助事業者

による活動（親子森づくり「森っこホリデー」

事業）風景。

③高丘森林公園補修

高丘森林公園内にある木製の階段・案内看板等を地域材を活用して順

次補修する。

工事着手前 工事完了後


